
引戸調整戸車 交換手順書

MAM-367　2011年10月1日発行

必要な工具 ラジオペンチ、プラスチックハンマー、手回しプラスドライバー

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

■交換手順

■対象となる引戸調整戸車

商品シリーズ 部品コード 引戸1枚分の必要数
WLモダンクラシック／GLⅡ型 MDQ739

各2
07GLクラシックモダン／06WL～10WL MDU177B
WLモダンクラシックⅡ型／FLⅡ型～10FL

GLクラシックモダン／賃貸（CL） MDU734

1. 調整戸車の取外し
①ラジオペンチを戸車キャップの２つの穴に差込み、中央部
を挟んで手前に引いて戸車キャップを外します。
※キズ防止のため、ラジオペンチの先端部を布テープなどで
覆って使用してください。
　（図1）

②戸車固定ねじをゆるめ、車部分もしくは取付けねじをラジ
オペンチで引張り、戸車を引戸本体から外します。
　（図2）
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2. 調整戸車の取付け
①戸車を本体加工部に差込みます。
※取付けねじが引戸本体の内側にくるようにしてください。
　（図3）
②プラスチックハンマーで、ねじ頭が戸車の面までくるよう
に叩き込んでください。

③戸車キャップを取付けます。
※表示の向きを間違えないようにしてください。
　（図4）
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3. 引戸本体の調整
●調整戸車には上下調整機能がついています。
　手回しプラスドライバーで上下調整ねじを
　右に回すと本体が上がり、
　左に回すと本体が下がります。
　調整幅は＋4mm、－2mmです。

●調整戸車には左右調整機能がついています。
　手回しプラスドライバーで左右調整ねじを
　左に回すと本体が右に動き、
　右に回すと本体が左に動きます。
　調整幅は±2mmです。

※左右調整する場合は、本体同士がぶつからないように注意してください。
　また、本体と中縦枠モヘアが接触しすぎて、開閉が重くならないよう調整してください。
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